
Ｃ
蜘
「
在
職
二
十
五
年
祝
賀
記
念
帳
」
、
三
冊
②

〔
呉
先
生
の
在
職
二
五
年
記
念
祝
賀
会
は
一
九
二
二
年
二
月
四
日
に
上

野
精
養
軒
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
記
念
帳
は
、
そ
の
お
祝
い
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
に
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
日
よ
り
あ
と
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
内
容
は
、
祝
賀
に
先
生
に
よ
せ
ら
れ
た

詩
・
文
・
和
歌
・
俳
句
な
ど
の
書
と
、
お
も
に
狂
・
痴
・
愚
を
主
題
と
す

る
絵
（
巫
女
、
オ
フ
ェ
リ
ァ
、
桜
川
、
隅
田
川
、
王
藻
前
、
道
上
寺
、
葛

の
葉
、
橋
姫
、
斑
女
、
志
道
軒
な
ど
）
と
を
は
り
ま
ぜ
て
い
る
。
お
も
な

筆
者
・
画
家
の
名
を
あ
げ
る
と
、
第
一
冊
で
、
杉
浦
重
剛
、
窪
田
空
穂
、

齋
藤
茂
吉
「
も
の
ぐ
る
ひ
は
か
な
し
き
か
な
と
お
も
ふ
と
き
さ
び
し
き
こ

こ
ろ
き
み
に
こ
そ
よ
れ
す
ぐ
ひ
た
ま
は
な
」
、
山
根
正
次
、
高
島
平
三
郎
、

こ
こ
に
か
か
げ
る
の
は
、
呉
忠
士
氏
（
秀
三
先
生
の
一
男
故
茂
一
氏
嗣

子
）
お
よ
び
呉
章
二
氏
（
秀
三
先
生
二
男
）
よ
り
、
一
九
八
二
年
は
じ
め
ま

で
に
医
学
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
も
の
の
目
録
で
あ
る
。

は
じ
め
の
番
号
は
、
医
学
文
化
館
の
整
理
番
号
で
あ
る
。
品
名
の
の
ち
に

①
と
あ
る
の
は
呉
忠
士
氏
寄
託
の
も
の
、
お
な
じ
く
②
と
あ
る
の
は
呉
章
二

氏
寄
託
の
も
の
で
あ
る
。
〔
〕
内
は
岡
田
に
よ
る
解
説
で
あ
る
。

医
学
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
呉
秀
三
先
生

遺
品
目
録

岡
田
靖
雄

巖
谷
小
波
、
芳
賀
矢
一
、
尾
上
柴
舟
、
武
島
羽
衣
、
永
井
荷
風
、
後
藤
新

平
、
北
澤
樂
天
、
中
村
不
折
、
平
福
百
穂
、
安
田
靱
彦
、
鏑
木
清
方
、
坂

正
臣
、
一
洋
、
耕
花
、
玉
葉
、
第
二
冊
で
、
石
黒
忠
息
、
島
木
赤
彦
、
繰

這
空
、
山
崎
正
董
、
山
極
勝
三
郎
、
大
澤
謙
二
、
遠
山
椿
吉
、
大
町
桂

月
、
岡
村
龍
彦
、
大
槻
如
電
、
忠
信
、
春
水
、
忠
太
、
樂
天
、
笛
畝
、
第

三
冊
で
氏
家
信
、
赤
澤
氏
恭
、
賀
古
鶴
所
、
安
部
路
人
。

こ
れ
ら
の
詩
・
文
・
和
歌
・
俳
句
の
う
ち
半
分
ほ
ど
は
、
一
九
二
二
年

一
○
月
一
○
日
発
行
の
『
呉
教
授
莅
職
二
十
五
記
念
文
集
』
、
一
九
二
八

年
一
二
月
一
三
日
発
行
の
「
呉
教
授
莅
職
二
十
五
年
記
念
文
集
』
第
弐

輯
・
第
参
輯
・
第
四
輯
中
の
第
四
部
（
第
四
輯
）
に
の
っ
て
い
る
。
〕

Ｃ
皿
呉
秀
三
独
逸
留
学
送
別
記
念
帳
「
長
風
万
里
」
、
一
冊
②

〔
書
画
集
で
、
お
も
な
筆
者
は
佐
野
常
民
、
日
高
誠
實
、
陸
掲
南
、
森
槐

南
、
蒲
生
重
章
、
秋
月
新
、
三
好
學
、
三
浦
千
春
、
植
松
有
經
、
税
所
篤

子
、
藤
代
頼
輔
、
河
内
全
節
、
高
橋
二
郎
、
正
岡
子
規
「
瓜
な
す
び
命
が

あ
ら
ぱ
三
年
目
」
、
内
藤
鳴
雪
、
和
田
萬
吉
、
高
津
鍬
三
郎
、
坂
正
臣
、

平
出
鰹
二
郎
。
画
家
で
は
狩
野
友
信
、
熊
谷
直
彦
、
熊
谷
寛
畝
、
和
亭
の

も
の
な
ど
が
は
っ
て
あ
る
。
書
の
内
容
は
前
記
の
『
呉
教
授
蔽
職
二
十
五

年
記
念
文
集
』
に
付
録
さ
れ
て
い
る
。
〕

Ｃ
哩
呉
秀
三
ブ
ロ
ン
ズ
胸
像
①

〔
高
さ
布
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
裏
に
「
昭
和
己
卯
方
堂
作
」
と
あ

る
。
医
学
文
化
館
で
は
、
こ
の
胸
像
は
、
同
級
生
で
あ
っ
た
近
藤
次
繁
の

胸
像
と
な
ら
べ
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
お
な
じ
も
の
は
、
東
京
都
立
松
沢
病

院
の
本
館
前
庭
お
よ
び
東
京
大
学
医
学
部
精
神
医
学
教
室
に
も
あ
る
。

『
精
神
神
経
学
雑
誌
』
第
四
三
巻
第
一
二
号
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
胸
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像
は
呉
秀
三
先
生
記
念
像
建
設
会
が
三
部
会
会
友
石
川
確
治
に
依
頼
し
て

二
基
作
製
し
た
も
の
で
、
一
つ
を
松
沢
病
院
に
、
一
つ
を
精
神
医
学
教
室

に
お
い
た
、
松
沢
病
院
に
お
け
る
胸
像
除
幕
式
は
一
九
三
九
年
二
月
一

九
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
あ
る
。
方
堂
と
は
石
川
確
治
の
号
で
あ
ろ
う
。

建
設
会
に
お
い
て
作
製
し
た
の
が
二
基
と
す
る
と
、
こ
れ
は
お
な
じ
型
か

ら
呉
茂
一
氏
が
つ
く
ら
せ
た
か
。
ま
た
、
広
島
県
医
師
会
は
こ
の
胸
像
を

複
製
し
て
県
医
師
会
館
ロ
ビ
ー
に
か
ざ
り
、
一
九
七
九
年
二
月
二
日

に
そ
の
除
幕
式
を
お
こ
な
っ
た
。
〕

Ｃ
蝿
呉
秀
三
レ
リ
ー
フ
①

〔
三
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
三
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
裏
に
「
皇
紀
２

６
０
０
年
秋
確
治
」
と
あ
る
。
胸
像
を
レ
リ
ー
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る

岸
フ
。
〕

Ｃ
盤
「
諸
家
筆
蹟
肖
像
集
」
、
一
冊
①

〔
昔
の
医
家
の
筆
蹟
・
肖
像
の
写
真
集
。
〕

Ｃ
蠅
呉
秀
三
写
真
、
三
枚
①

〔
毎
肉
員
①
豊
ロ
Ｎ
Ｃ
》
）
署
名
い
り
の
還
暦
写
真
ほ
か
。
〕

Ｃ
蠅
呉
秀
三
在
職
十
年
祝
賀
ア
ル
。
ハ
ム
、
一
冊
①

〔
呉
先
生
の
教
授
在
職
一
○
年
祝
賀
会
は
一
九
二
年
九
月
三
日
に
上
野

精
養
軒
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
門
人
の
一
人
ず
つ
の
写
真
を
は
り
、
わ
き
に

そ
れ
ぞ
れ
が
署
名
し
て
い
る
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
当
日
先
生
に
贈
呈
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
で
て
い
る
お
も
な
人
は
、
今
村
新
吉
、
石
川
貞

吉
、
石
田
昇
、
井
村
忠
介
、
池
田
隆
徳
、
橋
健
行
、
大
成
潔
、
小
田
平

義
、
和
田
豐
種
、
門
脇
真
枝
、
樫
田
十
二
郎
、
加
藤
豊
次
郎
、
中
村
讓
、

氏
家
信
、
氏
原
佐
蔵
、
黒
澤
良
臣
、
山
田
鐵
蔵
、
松
原
三
郎
、
松
本
高
三

郎
、
舟
岡
英
之
助
、
小
峰
茂
之
、
荒
木
蒼
太
郎
、
尼
子
四
郎
、
榊
保
三

郎
、
齋
藤
紀
一
、
齋
藤
玉
男
、
齋
藤
茂
吉
、
北
林
貞
道
、
木
村
男
也
、
三

宅
鑛
一
、
下
田
光
造
、
森
田
正
馬
、
千
日
亮
、
杉
江
董
、
水
津
信
治
（
い

ろ
は
順
）
。
〕

Ｃ
ｗ
呉
秀
三
先
生
生
誕
百
年
記
念
晩
餐
会
録
音
テ
ー
プ
①

Ｃ
蝿
勲
一
等
瑞
宝
章
①

Ｃ
蝿
寄
稿
誌
及
び
別
刷
り
、
六
冊
①

〔
『
医
学
中
央
雑
誌
』
第
七
号
（
一
九
○
三
年
）
所
載
「
幼
年
麻
蝉
狂
ノ

好
症
例
」
、
「
橋
本
宗
吉
と
我
竹
原
」
（
上
、
中
）
を
の
せ
た
『
飽
薇
』
第

五
八
号
、
第
五
九
号
、
『
中
外
医
事
新
報
』
所
載
「
我
邦
漢
方
医
及
び
蘭

方
医
の
最
初
の
解
剖
に
関
す
る
読
史
余
談
」
（
校
本
）
、
《
《
国
】
．
即
、
ご
・

酸
の
す
○
丘
ご
口
旦
い
国
冒
固
冒
画
巨
器
四
目
『
島
の
」
い
も
ロ
ロ
厨
の
彦
①
Ｎ
営
農
切
昌
５
国
Ｑ
①
吋

昌
①
属
の
旬
ｎ
国
呼
弓
、
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
万
有
科
学
上
の
日
本
」
を
の
せ
る
『
科

学
知
識
』
第
六
巻
第
一
○
号
（
一
九
二
六
年
）
。
〕

Ｃ
卸
自
筆
原
稿
な
ど
、
六
点
①

〔
タ
イ
．
フ
稿
・
酋
号
。
匡
昌
且
吻
③
言
團
昼
昏
閉
：
．
》
》
（
Ｃ
蝉
の
貴
国
．
即
．

ぐ
．
鴎
ｇ
ｏ
匡
巨
且
閻
昌
国
冒
言
い
い
…
》
〕
に
お
な
じ
）
、
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
彼

の
日
本
文
化
へ
の
影
響
」
（
前
記
論
文
の
は
じ
め
の
日
本
語
稿
）
、
三
好
學

「
花
の
寿
命
と
其
の
生
命
」
（
呉
先
生
で
な
い
手
に
よ
る
写
）
お
よ
び
オ
ラ

ン
ダ
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
関
す
る
原
稿
の
一
部
分
（
呉
先
生
で
な
い
手

に
よ
る
）
、
小
川
剣
三
郎
「
三
井
氏
眼
科
横
針
術
秘
訣
ニ
ッ
キ
意
見
」
（
表

紙
だ
け
呉
先
生
の
字
）
、
フ
ー
ボ
ル
ト
と
万
有
科
学
上
の
日
本
」
（
Ｃ
岬

の
も
の
の
原
稿
）
、
「
ケ
ン
プ
ェ
ル
日
本
誌
解
題
」
お
よ
び
関
連
原
稿
（
訳

稿
の
一
部
分
か
）
。
〕
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Ｃ
皿
呉
秀
三
あ
て
書
翰
綴
他
①

〔
呉
先
生
自
筆
の
ド
イ
ツ
大
使
ゾ
ル
フ
閣
下
あ
て
書
簡
（
シ
ー
ポ
ル
ト
伝

賞
讃
へ
の
礼
状
、
昭
和
二
年
二
月
三
日
づ
け
、
書
き
つ
ぶ
し
か
）
、
ト

ラ
ウ
ッ
あ
て
ド
イ
ツ
語
訳
へ
の
礼
状
（
呉
先
生
で
な
い
手
に
よ
る
）
、
シ

ー
ボ
ル
ト
関
連
調
査
資
料
一
括
（
先
生
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
返
事
）
、
白

井
光
太
郎
「
曽
根
春
伝
」
、
小
川
剣
三
郎
「
日
本
に
於
け
る
最
大
な
る
眼

科
治
療
所
」
、
武
藤
長
平
「
鎮
西
侯
伯
の
蘭
僻
」
、
村
上
直
次
郎
「
我
国
に

於
け
る
西
洋
語
学
の
研
究
」
、
和
田
英
松
「
物
の
気
に
於
て
」
（
呉
先
生
に

よ
る
朱
筆
入
り
）
、
ほ
か
不
明
の
原
稿
、
ｌ
こ
れ
ら
の
う
ち
白
井
よ
り

和
田
ま
で
の
も
の
は
『
呉
教
授
澁
職
二
十
五
年
記
念
文
集
』
第
三
部
所
載

の
も
の
の
原
稿
で
あ
ろ
う
。
）

Ｃ
唖
竹
田
宮
恒
久
王
殿
下
御
下
賜
の
置
き
時
計
（
大
正
六
年
）
①

Ｃ
蝿
呉
秀
三
海
外
旅
券
（
大
正
九
年
）
①

Ｃ
哩
呉
秀
三
自
筆
略
伝
①

〔
『
呉
秀
三
小
伝
』
に
の
る
「
年
譜
」
の
も
と
。
〕

Ｃ
唾
ド
イ
ツ
大
使
よ
り
呉
秀
三
夫
人
あ
て
書
翰
ほ
か
①

〔
一
九
三
二
年
四
月
二
一
日
づ
け
夫
人
あ
て
の
、
ド
イ
ツ
赤
十
字
名
誉
章

を
お
く
る
案
内
の
ド
イ
ツ
大
使
書
翰
、
ト
ラ
ウ
ッ
弔
文
、
嗣
子
呉
茂
一
挨

拶
状
。
〕

Ｃ
師
呉
秀
三
和
蘭
皇
室
よ
り
勲
章
受
章
の
写
真
ほ
か
①

〔
表
題
写
真
の
ほ
か
土
肥
慶
蔵
に
よ
る
書
評
「
江
戸
参
府
紀
行
」
（
東
京

日
日
新
聞
、
昭
和
三
年
四
月
九
日
）
。
〕

Ｃ
印
シ
ー
ポ
ル
ト
の
メ
ダ
ル
②

１
〔
一
八
九
六
年
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
生
誕
一
○
○
年
に
さ
い
し
て
。
〕

Ｃ
唖
呉
秀
三
写
真
ほ
か
、
計
二
枚
②

〔
土
肥
慶
蔵
、
呉
先
生
留
学
中
、
日
高
秩
父
、
呉
・
土
肥
・
藤
浪
鑑
、
藤

浪
・
同
夫
人
、
、
ヘ
ル
ツ
、
留
学
中
同
僚
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ー
人
・
ド

イ
ツ
人
計
四
名
。
〕

Ｃ
卸
呉
秀
三
追
悼
雑
誌
ほ
か
②

〔
昭
和
七
年
四
月
二
○
日
発
行
『
神
経
学
雑
誌
』
第
三
四
巻
第
五
号
、
杉

田
直
樹
に
よ
る
呉
先
生
の
略
歴
（
『
神
経
学
雑
誌
』
別
刷
り
か
）
、
『
芸
備

医
事
』
第
四
二
八
号
（
一
九
三
二
年
）
、
呉
先
生
の
「
呉
家
の
こ
と
に
就

き
」
を
の
せ
る
『
芸
備
医
事
』
第
三
九
八
号
（
一
九
二
九
年
）
。
〕

Ｃ
皿
箕
作
玩
甫
五
十
年
祭
写
真
②

〔
一
九
一
二
年
六
月
一
日
に
お
け
る
一
族
の
写
真
、
坪
井
誠
太
郎
氏
蔵
複
製

の
も
の
。
〕
』１

Ｃ
皿
呉
秀
三
外
遊
記
念
記
帳
集
、
一
冊
②
⑮

〔
主
と
し
て
先
生
留
学
時
に
そ
の
師
、
同
僚
か
ら
署
名
し
て
も
ら
っ
た
署

名
用
紙
を
は
っ
た
も
の
・
オ
ー
雲
へ
ル
シ
タ
イ
ネ
ル
、
ク
ラ
フ
ト
・
エ
ー
ビ
ン

グ
、
ワ
グ
ネ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヤ
ウ
レ
ク
、
フ
レ
ク
シ
ヒ
、
ニ
ス
ル
、
ク
レ

・
へ
リ
ン
、
レ
ジ
、
シ
ピ
ー
ル
マ
イ
エ
ル
、
ビ
ル
シ
ョ
フ
ス
キ
ー
、
ほ
か
。
〕

Ｃ
皿
「
芝
蘭
書
蹟
集
」
（
巻
子
装
箱
入
り
）
、
二
巻
②

〔
宇
田
川
椿
庵
、
宇
田
川
玄
真
（
榛
齋
）
、
桂
川
甫
策
、
戸
塚
静
海
、
伊

藤
圭
介
、
杉
田
成
卿
、
坪
井
誠
軒
（
信
道
）
、
土
生
玄
碩
、
川
本
幸
民
、

佐
藤
泰
然
、
湊
長
安
、
小
關
三
英
、
緒
方
洪
庵
、
杉
田
玄
端
な
ど
の
手
紙

で
、
箕
作
院
甫
あ
て
の
も
の
も
い
く
つ
か
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
。
〕

Ｃ
晒
箕
作
院
甫
作
製
胎
児
骨
格
、
箱
入
り
②
５０５

〔
箱
に
「
樂
忘
居
珍
蔵
」
と
あ
り
、
呉
先
生
の
手
で
「
紫
川
先
生
手
シ
カ



ラ
作
ラ
レ
シ
モ
ノ
」
と
あ
る
。
〕

Ｃ
唖
乾
し
豆
、
箱
入
り
①

〔
渡
来
の
外
国
人
よ
り
入
手
し
た
む
ね
、
箕
作
玩
甫
筆
の
説
明
書
き
が
つ

い
て
い
る
。
〕

Ａ
班
鎌
田
環
齋
『
広
益
正
字
通
』
、
一
冊
①

〔
木
版
本
。
〕

Ａ
加
土
肥
慶
蔵
『
顎
軒
詩
稿
』
、
三
冊
①
．

Ａ
”
小
澤
敏
夫
訳
註
『
シ
ー
ボ
ル
ト
の
最
終
日
本
紀
行
』
、
一
冊
①

〔
呉
先
生
に
よ
る
序
文
あ
り
。
〕

Ａ
麹
富
士
川
勝
『
日
本
医
学
史
』
（
初
版
）
、
一
冊
①

金
・
銀
８
．
易
。
胃
胃
冨
§
。
”
冒
潔
冨
冒
。
園
ｌ
昌
・
・
目
：
“
・
屋

号
①
蜀
胃
国
四
稗
①
昌
鈩
鵲
○
日
胃
旨
口
臭
目
８
豆
の
巴
冒
①
ｇ
ｏ
言
①
（
岳
鴎
）
》
》
〉

乞
呂
．
一
冊
①

〔
『
日
本
医
学
歴
史
資
料
目
録
（
第
六
回
極
東
熱
帯
医
学
会
附
帯
展
覧
会
こ

の
イ
ギ
リ
ス
語
訳
本
で
、
そ
の
大
半
が
、
本
文
五
八
・
ヘ
ー
ジ
お
よ
び
写
真

・
ヘ
ー
ジ
多
数
か
ら
な
る
酔
困
員
①
“
《
箇
愚
置
口
①
国
昌
匡
胃
ｇ
少
昌
ｎ
斤
“

国
桝
冨
匡
蔚
時
〉
。
〕

Ａ
却
清
宮
秀
堅
撰
℃
逢
谷
箕
作
先
生
閲
『
新
撰
年
表
』
、
一
冊
①

〔
木
版
、
呉
黄
石
先
生
手
訳
本
で
、
黄
石
先
生
筆
の
貼
り
紙
が
つ
い
て
い

る
。
〕

Ａ
廻
箕
作
院
甫
「
水
蒸
船
説
略
」
（
巻
二
、
三
）
、
一
冊
①

〔
筆
写
本
。
〕

Ａ
狸
高
橋
作
左
衛
門
「
丙
戌
紀
聞
」
ほ
か
、
一
冊
①

ぺ
レ
ア
リ
ア
ー
ン
セ

〔
表
題
の
ほ
か
に
青
地
林
宗
訳
「
別
勒
空
律
安
設
戦
記
」
、
小
關
三
英
訳

「
大
韓
而
組
誌
１
万
国
輿
地
誌
亜
細
亜
誌
」
、
吉
雄
權
之
助
「
天
馬
異
聞
」

が
、
「
樂
忘
居
蔵
」
の
用
紙
に
筆
写
さ
れ
て
い
て
、
諸
所
に
箕
作
院
甫
の

朱
が
は
い
っ
て
い
る
、
「
鍛
冶
橋
第
箕
作
氏
記
」
の
印
あ
り
。
〕

Ａ
狸
箕
作
院
甫
「
衣
米
針
印
刷
伝
信
通
標
略
解
」
、
一
冊
①

〔
院
甫
先
生
自
筆
本
。
〕

Ａ
狸
箕
作
紫
川
「
八
紘
通
誌
（
巻
首
）
・
・
磁
石
両
極
説
」
、
一
冊
①

〔
「
磁
石
両
極
説
」
は
「
大
地
マ
グ
ネ
チ
ス
ミ
ュ
ス
」
と
も
本
文
は
じ
め

に
。
〕

Ａ
琢
箕
作
玩
甫
「
和
蘭
文
典
後
編
成
句
論
」
、
一
冊
①

三
八
○
○
年
刊
の
ヘ
ン
デ
リ
ッ
キ
・
ラ
フ
ェ
ヶ
ッ
ス
の
著
書
の
訳
で
、

院
甫
先
生
自
筆
本
、
「
呉
氏
文
庫
」
の
印
あ
り
。
〕

〔
Ｃ
狸
ｌ
班
は
別
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
。
〕

Ａ
鉦
呉
秀
三
「
所
謂
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
」
、
一
冊
②

〔
『
史
学
雑
誌
』
に
四
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
の
別
刷
り
を
製
本

し
た
も
の
・
〕

Ａ
”
富
士
川
勝
・
呉
秀
三
・
三
宅
鑛
一
『
教
育
病
理
学
』
、
一
冊
②

Ａ
麹
富
士
川
瀞
・
呉
秀
三
選
集
校
定
『
東
洞
全
集
』
、
一
冊
②

Ａ
麹
呉
秀
三
『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
、
一
冊
②

〔
背
に
「
校
」
と
あ
り
先
生
の
校
正
本
だ
が
、
加
朱
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
わ
ず
か
。
〕

Ａ
却
呉
秀
三
『
箕
作
院
甫
』
、
一
冊
②

Ａ
麺
呉
秀
三
「
洋
学
の
発
展
と
明
治
維
新
」
、
一
冊
②

〔
東
京
帝
国
大
学
史
学
会
編
『
明
治
維
新
史
研
究
』
に
の
せ
ら
れ
た
論
文

の
別
刷
り
で
、
呉
先
生
の
校
正
本
。
〕
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Ａ
麺
呉
博
士
伝
記
編
纂
会
編
『
呉
秀
三
小
伝
』
、
一
冊
②

Ａ
怨
呉
秀
三
編
『
箕
作
院
甫
先
生
詩
文
』
、
一
冊
②

Ａ
秘
呉
秀
三
『
呉
黄
石
先
生
小
伝
『
、
一
冊
②

Ａ
恋
大
槻
文
彦
『
箕
作
麟
祥
君
伝
』
、
一
冊
②

Ａ
恋
箕
作
秋
坪
「
黙
的
亜
録
義
」
、
一
冊
②

〔
箕
作
秋
坪
手
稿
、
「
菊
池
大
麓
図
書
之
記
」
の
印
あ
り
。
〕

Ａ
却
箕
作
秋
坪
「
寿
無
敵
傑
児
」
、
一
冊
②

〔
箕
作
秋
坪
手
稿
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
「
菊
池
大
麓
図
書
之
記
」
の
印
あ
り
。
〕

Ａ
班
治
郎
丸
憲
三
『
箕
作
秋
坪
と
そ
の
周
辺
』
、
一
冊
②

Ａ
却
河
喜
多
真
彦
『
近
世
三
十
六
家
集
略
伝
』
（
上
・
下
）
、
二
冊
②

〔
嘉
永
六
年
、
木
版
本
。
〕

Ａ
郷
『
唐
詩
選
』
（
一
’
二
、
三
’
五
、
六
’
七
）
、
三
冊
②

〔
慶
応
三
年
、
木
版
本
。
〕

Ａ
型
青
山
子
『
漢
文
類
別
』
（
上
・
下
）
、
二
冊
②

〔
明
治
三
九
年
、
木
版
本
。
〕

Ａ
狸
「
南
冥
詩
集
」
、
一
冊
②

〔
筆
写
本
。
〕

Ａ
麹
呉
秀
三
自
筆
雑
記
、
四
冊
②

〔
呉
家
由
来
よ
り
明
治
二
四
年
五
月
二
一
日
に
い
た
る
先
生
の
日
乗
を
し

る
す
仮
題
「
自
紀
資
料
」
の
一
、
小
石
川
表
町
ま
で
の
住
居
変
遷
を
し
る

す
仮
題
「
自
紀
資
料
」
の
二
、
明
治
二
六
年
八
’
九
月
宮
城
県
下
出
張
時

日
乗
、
先
生
で
な
い
人
の
筆
に
よ
る
雑
記
に
先
生
の
朱
が
は
い
っ
て
い
る

も
の
・
〕

Ａ
型
「
芸
備
雑
記
（
丁
）
」
、
一
冊
②

〔
先
生
に
よ
る
書
き
抜
き
帳
。
〕

Ａ
班
「
郡
山
櫻
漫
筆
」
、
一
冊
②

〔
先
生
に
よ
る
、
主
と
し
て
精
神
病
関
係
古
文
献
の
書
き
抜
き
。
〕

Ａ
郷
『
太
平
広
記
』
、
三
冊
②

〔
木
版
本
、
二
七
六
’
二
八
五
、
二
八
六
’
二
九
六
、
三
二
○
’
三
二
九

で
、
夢
、
巫
、
厭
鬼
、
幻
術
、
祇
妄
、
神
、
鬼
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。
〕

Ａ
”
「
訓
蒙
三
体
詩
」
、
一
冊
②

〔
父
君
呉
黄
石
先
生
筆
で
、
先
生
の
教
育
の
た
め
か
き
あ
た
え
ら
れ
た
も

の
、
振
り
仮
名
つ
き
。
〕

Ａ
独
呉
秀
三
自
筆
原
稿
綴
り
、
二
冊
②

〔
「
争
鹿
会
用
紙
」
、
一
部
分
は
「
郡
山
櫻
蔵
梓
」
と
あ
る
罫
紙
に
、
山
城

・
大
和
・
河
内
よ
り
羽
後
に
い
た
る
各
国
の
歴
史
を
漢
文
で
し
る
し
て
い

る
も
の
で
、
墨
山
の
朱
が
は
い
っ
て
い
る
、
「
自
紀
資
料
」
の
一
に
明
治

一
五
年
「
二
月
十
九
日
始
草
八
十
五
州
史
」
と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
〕

Ａ
却
青
地
林
宗
「
輿
地
誌
略
」
、
四
冊
②

〔
「
樂
忘
居
蔵
」
の
罫
紙
に
か
か
れ
、
紫
川
先
生
の
朱
が
は
い
っ
て
い
る
、

八
冊
中
の
巻
首
、
巻
一
’
三
で
、
巻
四
’
七
は
、
精
神
科
医
療
史
研
究
会

が
古
書
店
よ
り
も
と
め
て
蔵
し
て
い
る
。
〕

Ａ
獅
廣
川
猶
『
長
崎
聞
見
録
』
、
一
冊
②

〔
木
版
本
。
〕

Ａ
麺
箕
作
省
吾
『
坤
輿
図
識
』
（
天
、
地
、
人
）
、
三
冊
②

〔
木
版
本
。
〕

Ａ
麺
箕
作
省
吾
『
坤
輿
図
識
補
』
（
一
、
二
、
三
、
四
上
、
五
下
）
、
五
冊

②
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念
精
神
医
療
史
研
究
会
編
『
呉
秀
三
先
生
ｌ
そ
の
業
績
』
、
一
冊
②

Ａ
獅
呉
秀
三
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
編
『
呉
秀
三
先
生
生
誕
百
年
記
念
会

誌
』
、
一
冊
②

Ａ
麹
『
呉
氏
医
聖
堂
叢
書
』
、
一
冊
②

Ａ
却
呉
秀
三
『
精
神
病
学
集
要
』
、
一
冊
②

〔
明
治
二
七
年
発
行
の
前
編
初
版
お
よ
び
翌
年
発
行
の
後
編
初
版
を
合
本

装
丁
し
て
い
る
が
、
破
損
。
〕

Ａ
知
呉
秀
三
『
精
神
病
学
集
要
』
後
編
、
一
冊
②

Ａ
麺
呉
秀
三
訳
注
『
シ
ー
ポ
ル
ト
日
本
交
通
貿
易
史
』
、
一
冊
②

Ａ
麺
羽
仁
五
郎
訳
注
『
ク
ル
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
日
本
渡
航
記
』
、
一
冊
②

Ａ
姻
呉
秀
三
訳
注
『
ケ
ン
。
フ
ェ
ル
江
戸
参
府
紀
行
』
（
上
）
、
一
冊
②

〔
先
生
の
校
正
本
。
〕

Ａ
秘
呉
秀
三
訳
注
『
ケ
ン
プ
ェ
ル
江
戸
参
府
紀
行
』
（
下
、
）
一
冊
②

〔
木
版
本
。
〕

Ａ
麺
箕
作
玩
甫
『
八
紘
通
誌
』
（
一
’
六
）
、
六
冊
②

〔
木
版
本
。
〕
↑

Ａ
秘
呉
建
『
呉
文
聰
』
、
一
冊
②

〔
昭
和
八
年
発
行
再
版
で
、
Ａ
燕
に
増
補
し
て
あ
る
。
〕

Ａ
獅
呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
』
、
一
冊
②

A
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Ａ
燕
呉
建
『
呉
文
聰
』
、
一
冊
②

〔
大
正
八
年
発
行
の
追
悼
文
集
。
〕

『
シ
ー
ボ
ル
ト
江
戸
参
府
紀
行
』
、

冊

②

こ
の
目
録
に
か
か
げ
た
も
の
に
は
、
呉
秀
三
先
生
没
後
の
関
係
資
料
も
一

部
分
は
い
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
呉
秀
三
先
生
の
遺
品
で
あ
る
の
で
、

表
題
は
「
呉
秀
三
先
生
遺
品
目
録
」
と
し
た
。
整
理
番
号
は
じ
め
の
Ａ
は
図

書
で
、
Ｃ
お
よ
び
Ｊ
は
機
械
器
具
そ
の
他
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
寄
託
さ
れ
て
い
る
も
の
を
自
由
に
ふ
て
よ
い

と
の
お
許
し
を
呉
章
二
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
調
査
の
と
き
に
は
、

医
学
文
化
館
の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
る
吉
岡
昇
さ
ん
お
よ
び
吉
田
正
三
郎
さ

ん
が
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

な
お
、
ご
く
一
部
分
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
こ
ま
か
く
調
査

し
た
が
、
大
部
分
の
も
の
は
本
の
表
題
や
書
き
出
し
部
分
を
み
た
に
す
ぎ

ず
、
内
容
を
た
し
め
き
れ
て
は
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
こ
の
目
録
に
誤
り
も

の
こ
る
も
の
と
か
ん
が
え
る
。

Ｊ
叩
呉
秀
三
写
真
、
二
枚
②

〔
呉
先
生
と
藤
波
鑑
、
実
験
室
の
先
生
、
一
九
二
二
年
七
月
一
九
日
づ
け

両
昌
昌
冨
の
島
８
‐
湧
胃
言
］
。
四
・
巴
皆
ぃ
。
昌
昌
。
旨
在
外
名
誉
会
員
証
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
学
名
誉
金
牌
お
よ
び
賞
状
、
幼
時
の
先
生
、
土
肥
慶
蔵
・
藤

浪
鑑
と
先
生
、
ド
イ
ツ
人
の
同
僚
研
究
者
四
名
と
研
究
室
で
、
勲
一
等
勲

記
、
勲
三
等
勲
記
な
ど
の
写
真
お
よ
び
写
真
複
写
。
〕
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